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香川県立ミュージアム
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C O N T E N T S

特集　祭礼百態 ─香川・瀬戸内の「風流」

ミュージアムガイダンス　県立ミュージアムとオニノコプロダクションの挑戦

れきみんだより　懐かしの高校理科実験器具と標本 ─人体模型からフラスコまで─

トピック　「日本建築の自画像」展プレ・シンポジウムを開催しました

　　　　第1展示室に美しい魚が泳いでいます！

展示室だより　ゆかりの品々でたどる天皇家と高松松平家／描かれた祭

①滝宮の人形を乗せたつくり太鼓（土庄町）　②虎頭の

舞（東かがわ市）　③女木島中の組の屋台（高松市）　

④八兵のだんじり（観音寺市）　⑤上三名の高荷馬（高

松市）　⑥上河内太鼓台（三豊市）　⑦王の下のだん

じり（高松市）　⑧釣東の小船（高松市）

特別展「祭礼百態」 主な展示資料さい れい ひゃくたい ふ りゅう
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特集

神々や見物人を喜ばせる趣向

─「祭礼風流」をキーワードにして

　香川県の獅子舞、奴は全国屈指の数と多様性を誇り、また

瀬戸内地域における太鼓台（ちょうさ）も注目されています。瀬

戸内地域や香川県を代表する祭礼・民俗芸能として、太鼓台

や獅子舞、奴は欠かせないものとなっていますが、こうした華

やかなお祭りはどこから生まれてきたものでしょうか。

　日本民俗学の大先達柳田國男は、『日本の祭』（1942年）の

中で「祭り」と「祭礼」を区別しています。「祭り」とは、神々を迎

え、祭り、神人共食（神への供え物をおろして人 も々食べる）し

て、神を送る行事のことをいいます。そこに見物人が登場し、

神々だけでなく見物人を喜ばせる趣向である「風流」が広まり

ました。柳田は、風流が進んだ祭りのことを「祭礼」と呼び分け

ています。現在、地域社会で展開する趣向を凝らした太鼓台

やお船、だんじり、獅子舞、奴などの「祭礼風流」は、見物人の

目を意識しながら、担い手たちが趣向を凝らし進化してきた結

果といえます。

高松城下町祭礼石清尾八幡宮の

祭礼風流
　江戸時代には各藩の城下町でも祭礼風流が展開します。

高松藩では2代藩主松平頼常以来、藩主の年賀、または入部

後初めての祭礼の時のみ特別に賑やかな出し物をしていまし

た。その後、5代藩主松平頼恭が入部した元文5年（1740）の8

月の祭礼に、賑 し々く「五段続き、作り物、踊り」などを出して、

「島国に似合わぬ大祭礼なり。江戸三王祭（註）、氷川明神祭に

もさしてかわらぬ」と頼恭に言わしめたものの、次の在国時に

は例年通りの小祭りであったため、頼恭は祭りの経費につい

て、それまで石清尾八幡宮へ納めていた祭礼銀を町方で使う

よう沙汰し、毎年、「小踊り・作り物・檀尻その品をかえ一品

づつ、町々が出す」ことになったと伝えています（「小神野筆

帖」）。 （註）山王祭のこと

金毘羅大祭の奴風流など
　江戸時代の後半に発行された金毘羅（琴平町）の金毘羅

大祭図には、傘や鳥毛などの奴風流が目立って描かれていま

す。こうした奴の奉納は現在も行われており、かつては県内各

地から大祭の行列に加わりました。近世・近代においてどのよ

うな仕組みでこうした奴奉納が行われたかはよくわかっていま

せんが、今も県内各地で「昔は金毘羅さんのお祭りに行ってい

た」と伝える奴組が多く見られます。

　金毘羅大祭の行列の中心は神の依坐であるトウニンの渡

御ですが、江戸時代後半の行列図には多数の奴とともに、「代

のり、願のり、えんま馬」などと記された馬上の人や曲乗り、馬

上の仮装の人も描かれています。今は失われた馬上の風流も

行列を彩っていたことがうかがえます。

小豆島の祭礼と桟敷文化
　小豆島の神社には石桟敷が整備されているところがありま

す。小豆島町の亀山八幡宮をはじめ、土庄町の富丘八幡神

祭礼百態─香川・瀬戸内の「風流」
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石清尾八幡宮祭礼図巻  上巻（部分）  当館蔵
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ミュージアム

ガイダンス

　県立ミュージアムでは、かがわ未来のアーティスト育成事業

（香川県文化芸術振興計画）の一環として香川県中学校美

術教育研究会が設立しているオニノコプロダクションと連携

し、活動を行っています。

　オニノコプロダクション（以下、オニノコ）とは、県内中学校間

の垣根を越え、中学生が主体となって、アートを通して社会に

貢献しようとするプロジェクトチームのことです。オニノコは瀬

戸内国際芸術祭2013への参加決定をきっかけに2012年から

活動が始まり、香川県伝統工芸士（讃岐装飾瓦）神内俊二氏

が協力し、約3,000名の中学生が鬼瓦を制作しました。それを

女木島（鬼ヶ島）の大洞窟に展示し、生徒たちがワークショップ

を開催するなど活動を続けています。　

　2016年より当館と連携して「郷土の魅力発信プロジェクト─

さぬきる!!─」を展開しました。生徒たちが生活する地域の良き

文化、歴史、伝統をテーマに“うどんだけじゃない自慢したいさ

ぬき”を切り絵で表現しました。集まった県内40校約4,200点の

作品は、当館の特別展と連携して3階までの吹き抜けの空間

にインスタレーションとして展示するとともに、中学生によるワー

クショップも開催しまし

た。さらに2018年には第

83回香川県美術展覧

会、観音寺市立中央図

書館でイサム・ノグチの

「AKARI」とのコラボ展

示と続き、制作した生徒

たちと鑑賞者は地元の

良さを振り返り、郷土愛

を共有しました。

　昨年度のプロジェクト

は県内中学校12校の美

術部が参加し、「コミュニ

ティー空間の創造」をコ

ンセプトに、直島ホールで当館と中学生同士の交流を行いまし

た。その後、かがわプラザ（サンポート高松）で、各校が計画し

たワークショップを開催し、子どもからご年配の方 ま々でコミュ

ニケーションをはかりながら作品づくりを楽しみ、100名以上の

美術部の生徒たちが豊かなコミュニティー空間をつくり出しま

した。

　そして、瀬戸内国際芸術祭2019が開催されている今年、オ

ニノコは再び、女木島で活動を行います。今回は、『オニノコ瓦

プロジェクト2』と題し、世代交代した新たなメンバーで6月には

再度、神内俊二氏にご協力いただき鬼瓦を制作します。第84

回香川県美術展覧会で披露した後、7月にリニューアル展示

に臨みます。さらに夏会期、秋会期に女木島でワークショップ

やお接待の活動を通して島民の皆さんや、来場者と触れ合う

時間をもちます。

　当館は、この事業の意

義、価値をしっかりと見

据え、中学校の先生方に

ご協力をいただきなが

ら、本県で育つ子どもた

ちが、将来「アート県　

かがわ」を担うことを願い

つつ、アートを通して活

躍できる場をつくっていき

たいと考えています。

（学芸員　高嶋 良子）

県立ミュージアムと
オニノコプロダクションの挑戦

直島ホールにて

当館での「さぬきる」展示風景

女木島での展示作業風景

じんないしゅんじ

め  ぎ  じま
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　瀬戸内海歴史民俗資料館では、平成28・29年度に県内市

町資料館収蔵庫の民俗資料や小学校保管の「昔の道具」の

所在確認調査を実施しました。平成30年度からは、香川県高

等学校理化・生地部会の協力のもと、高校に保管されている

理科実験器具や標本などの所在確認調査を行っています。

　理科実験器具や模型類は、正確なデータを得ることだけが

目的ではなく、自然科学の原理や仕組みなどについて五感を

使って生徒たちが理解しやすくするためにつくられ使用されて

きたものです。本展では、こうした高校の理科教育各分野で使

用された実験器具や模型、標本などを紹介します。

物理分野
　等速運動などの運動

方式を導き出すための

「力学台車」や電気量を

測る「箔検電器」といった

物理分野における定番実

験器具は、生徒たちに気

づいてもらうべき本質的な

部分は変わっていませんが、技術や素材の進歩、指導法の工

夫により、実験器具の形態が変化したものもあります（写真1）。

実験器具の発達過程の変化の一端をはじめ、物理の基本的

な実験器具のいくつかを紹介します。　

化学分野
　化学の実験ではビーカー、フラス

コ、メスシリンダーなど、小学校から

の馴染み深い器具をはじめ、多種

多様なガラス器具を使用します。以

前は大容量の器具がよく使われて

いましたが、近年では小容量のもの

やプラスチック製の器具も多く使用

されています。水の「電気分解装置

」やサイフォンの原理を用いた「連続

気体発生装置」（写真2）、「蛇管入り冷却管」など、ガラス製基

礎実験装置の美しいフォルムもご堪能ください。

生物分野
　理科室の奥にある「人体模型」が夜になったら人気のない

廊下を歩く…、何てことは今も昔もありませんが、こうした人体

模型はよく見ると、各臓器を取り外すことができ、具体的な内

臓部位の理解を深めることができる

ようになっています（写真3）。本展で

は目にしながらも触れる機会の少な

かった人体模型を実際に手で触れ

て体感していただいたり、目や耳など

の器官模型も展示し、昨今流行の

デジタル教材とは異なる手作りの模

型教育資料のすばらしさなどを実感

していただきます。

地学分野
　球面上に恒星・星座などを投影し

た「天球儀」や、「岩石・鉱物標本」・

「水銀気圧計」など宇宙や地球を感

じることができる様々な器具や標本

類を紹介します（写真4）。教室にい

ながら宇宙や地球の内部や成り立

ちをどう教えていたか、模型や標本

などが語ってくれます。

　本展を通じて、理科準備室などに眠る理科教育史上貴重な

実験器具や標本などについて広く知っていただくとともに、一部

の実験器具類に触れる・使用するなどして、理科や自然科学へ

の関心を高めていただき、「絶滅器具」ともいうべき貴重な理科

教材の保存や活用についても考えていただければ幸いです。

　夏休みのひと時、展示資料を通じて理科の授業を受けてい

た当時を懐古し、また実験器具や模型にふれ、理科・自然科

学に興味を持つ時間を、五色台山上の瀬戸内海歴史民俗資

料館で過ごしてみませんか。

（香川県高等学校理化部会・生地部会／瀬戸内海歴史民俗資料館）

れきみんだより

懐かしの高校理科実験器具と標本

─人体模型からフラスコまで─

｜展｜覧｜会｜情｜報｜

懐かしの高校理科実験器具と標本

─人体模型からフラスコまで─

瀬戸内海歴史民俗資料館テーマ展

7月27日（土）～8月25日（日）

場　　所：瀬戸内海歴史民俗資料館　第9・10展示室

開館時間：9：00～17：00  ※入館は16：30まで

休 館 日：月曜日（月曜日が休日の場合、翌火曜日）

※会期中、展示解説会やミニワークショップを予定しています。

　詳しくは瀬戸内海歴史民俗資料館ホームページをご覧ください。

写真1  箔検電器（左より古い順）

写真4  天球儀

写真2  連続気体発生装置

写真3  人体模型

はく
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